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MAGNUMプロジェクトはマウイ島ハレアカラ山に設置した口径２ｍの専用望遠鏡を用いて、足掛け８年間にわ
たり可視赤外波長域で、AGNのモニター観測を行ってきた。コストと人的労力を抑えるため、観測の完全自動化を目
指してシステムの開発を行ってきた。2002年秋季年会に於て初期の観測システムについて報告したが、MAGNUM
プロジェクトの集大成として、その後のシステム拡張を含めた自動観測システム全体について概要を報告する。
MAGNUM望遠鏡は観測の自動化を計るため、専用の赤外線雲モニター (Suganuma et al. 2007)を開発した。こ

のシステムは SUBARU望遠鏡を初めとして既に複数の観測所で利用されている。また、真空・冷却システムの遠
隔制御など、観測に必要な各種情報収集と装置の制御を、ネットワークを介して全て計算機で制御可能になるよう
ハードウエアシステムを構築した。
自動観測のためのソフトウエアは、主に観測制御を受け持つソフトウエア群と、観測監視を行うソフトウエア群

で構成されている。自動観測を統括するプロセスは、観測可能時間と、気象条件を常時チェックし、観測が可能は
場合は望遠鏡の立ち上げとドームの開閉を行い、観測天体を選択して観測を行う。一方、観測監視システムは自動
観測システムが正常に動作しているか、観測装置のログの確認や、気象条件の再確認などを行い観測全体を監視す
る。観測や装置に問題がある場合はメールで知らせる。尚、GRBが発生した場合は、通常観測を中断して自動的
に観測することができるようになっている。


